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昨年果たせなかった単独総合優勝を目指す

　1960年の第１回大会から半世紀以
上続く伝統の一戦、上南戦（上智大学・
南山大学総合対抗運動競技大会）が今
年も行われる。
　同じカトリック大学で名古屋にある
南山大学と、互いの大学を会場にして
対抗試合や文化系団体の交流を図るも
ので、数十種目の競技を行い総合成績
で勝ち数が多い大学が優勝となる。第
65回となる今回は、南山大学を主催

校として７月５日から７
日の３日間にかけて開
催される。
　上南戦実行委員会委
員長の瀬山大稀さん

（法国３）に、今年に懸け
る意気込みを聞いた。

実行委員長の
瀬山大稀さん

　歌、芝居、舞、美術などさまざま
な要素が一体となり、古くから観る
者を楽しませてきた伝統芸能「能」。
700年以上の歴史を持つ日本最古の
演劇に魅了され、由緒ある芸能を未
来に継承したいと日夜稽古に励む学
生がいる。松本怜生さん（国教２）だ。
　7年前の夏、初めて見た能の舞台
で、その身一つで景色や心情を表現
する斬新さに心を奪われた。自身も
舞台に立ちたいと宝生流能楽師の藪
克徳氏に師事し、技法や心意の手ほ
どきを受けてきた。「細やかな所作、
迫力のある演技、力強い声楽、どれ
もまだまだ先生の足元にも及びませ
んが、いつか熟達できるよう修行の
日々です」。
　小さい頃から歴史が好きだった。
「人間がいにしえの時代からどう生
きてきたのか、社会や文化がどのよ
うに成り立ってきたのか、そういっ
たことを考えるととてもワクワクし
ていました」。
　アメリカ人の父親と日本人の母親
をもつ松本さんは、自身のルーツに
思いをはせることも多いという。「は
るか昔から受け継がれてきた命のバ
トン。今を生きる自分の役割やアイ
デンティティについて、よく自問し
ています」。
　キャンパスでは、宗教史や哲学史
に関心を寄せる。各時代、各地域に

歴史と芸能を通して
見えてきた志

おいて諸宗教がどのように発展して
きたのか。人間の思想面からアプロ
ーチすることで、現代にも通ずる普
遍的な価値が見えてくるという。「人
生の目的、人類と自然の関わり、そ
して価値あるものを未来に遺そうと
する営み、いずれも古代から模索さ
れてきたもので、現代を生きるうえ
でも避けては通れません」。
　歴史を学び、伝統芸能を修めるこ
とで、人生の志もおぼろげながら見
えてきた。
　「能をとことん突き詰めて、自分
が納得できる演舞を披露すること
が、伝統文化へのリスペクトになる
と思っています。小さい頃から夢中
になっていた歴史。先人の思いや文
化を未来に伝えていくことが、自分
の生き方なのかなと思っています」。

国際教養学部　国際教養学科２年
松本　怜生さん

ひとひと

▼今年のスローガンや目標は
　スローガンは「Regain」です。前
回大会では、両校総合優勝という悔し
い結果でした。今年は必ずや単独総合
優勝を果たし、強い上智を取り戻すと
いう我々の熱い思いが込められていま
す。１、２勝差での優勝ではなく、「上
智が勝ち切った」としっかり言えるよ
うな結果を目指します。また、実行委
員会の立場としては、上南戦が大きな
トラブルなく運営できることを目標と
しています。特に昨年はスケジュール
面で幾つか問題があったため、その反
省を生かし、進捗管理には特に気を使
っています。
▼今年の上南戦の見どころは
　オープニングゲームとなるハンドボ
ールの試合をぜひ見てほしいです。観
客数も多く、一番の盛り上がりを見せ
るため、まずはここから見てほしいで
す。また、ラグビーも毎年結果が良い
ので、応援も盛り上がると思います。
▼今年は特にグッズに力を入れている
そうですが
　グッズの企画開発にはかなりこだわ
りました。上南戦のラベルのミネラル
ウォーターを作ったり、タオルのデザ
インを大幅リニューアルしたりしまし
た。特にタオルは、これまではえんじ
色がベースカラーでしたが、今年はピ
ンク色のデザインを採用したところ、
各団体への事前の発注数調査段階で例
年の２倍近い発注を頂けています。

▼所属する卓球部の試合の見どころは
　卓球は試合が男女で分かれているの
で、言い換えると勝敗が２競技分あり
ます。そのため、全体への影響が大き
いので、男女両方とも勝ち、単独総合
優勝へとつなげたいです。私は団体戦
に出るので、チームにしっかりと貢献
したいと思います。
▼最後に、委員長として選手や応援し
てくれる上智生へメッセージをお願い
します
　試合に出る選手たちにとっては、自
分たちの１勝が上智の単独総合優勝に
大きく関わります。私たちも全力で応
援しますので、精一杯頑張ってくださ
い。試合に出ない選手たちも、自分た
ちのサポートが必ずよい結果につなが
ると思います。我々と一緒にサポート
面でも頑張っていきましょう。
　また、上南戦は体育会学生だけのイ
ベントと思われがちですが、上智大学
として南山大学と試合を行うので、体
育会以外の学生の皆さんに少しでも関
心を持っていただきたいです。皆さん
の友人や知人に、体育会学生がいる場
合は、「上南戦、頑張って！」と一言
声をかけてくれたら本当に嬉しいで
す。ぜひとも応援をよろしくお願いい
たします。
　　　□　　　　□
　詳細は上南戦特設サイトから

第65回上南戦タイムスケジュール（試合時間）
日程 場所　時間 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

6月15日 プール 水泳 11：00～17：00
6月16日 プール 水泳 11：00～16：00

6月29日 澄心弓道場 弓道女子 
13：00～15：00

6月30日 澄心弓道場 弓道男子 11：00～15：40

7月5日

メインアリーナ ハンド  
18：30～20：00

グラウンド ラグビー
18：30～20：00

瀬戸市民球場＊ 硬式野球 
 15：00～21：00

7月6日

体育館 バレー女子 
10：00～12：30

バレー男子 
（OB：12：30～13：00）14：30～17：00

バドミントン 
17:50～19:50

メインアリーナ バスケ女子 
11：00～13：30

バスケ男子 
14：30～16：30（OB：17：00～19：00）

柔道場
柔道 
14：00～ 
14：45

剣道場 剣道OP戦 
10：20～14：00

剣道 
14：00～ 
15：00

少林寺合気道 
18：30～19：10

テニスコート西 軟式庭球男女 10：00～16：00
テニスコート北 硬式庭球男子 9：30～18：00

グラウンド ラクロス男子 
（1年：8：10～9：40） 10：50～12：50

アメフト 
(ｴｷｼﾋﾞｼｮﾝ：14：30～15：30）16：30～19：00

レイクグリーン
ゴルフクラブ＊

ゴルフ  
9：30～16：00

愛知森林公園＊ 洋弓 10：00～15：30
美浜町運動公園
陸上競技場＊ 陸上 10：30～14：30

瀬戸市民球場＊ 準硬式野球 18:00～21：00
邦和みなと 
スポーツカルチャー＊

アイスホッケー 
22：15～23：55（OB：24：15～25：55）

7月7日

体育館 フェンシング 
 10：00～12：00

卓球場
卓球男子 10：00～12：30
卓球女子 10：00～12：30

剣道場 空手道 10：00～13：00

グラウンド サッカー 
8：50～10：50

ラクロス女子 
11：40～13：40（1年：14：00～15：30）

テニスコート西 硬式庭球女子 8：40～14：40
＊学外施設　※少林寺拳法は上智合気道と合同

第65回上南戦
７月５日～７日、南山大学で開催

「上智地球市民講座」
2024年10月開講
7月募集開始

講　師 タイトル

神学科
特別契約教授
小山　英之

戦争システムから平和システムへ
ー植民地時代の遺産としての
民族紛争と宗教を考えるー

国際関係法学科
教授

岡部　みどり

難民問題と国際政治
―歴史と現在―

総合グローバル学科
教授

前嶋　和弘
アメリカと世界、そして日本

総合グローバル学科
教授

丸井　雅子

文化遺産からみる
グローバルとローカル

新聞学科
特別契約教授
水島　宏明

ネット時代における
テレビ報道の最前線

物質生命理工学科
教授

陸川　政弘

実生活に根ざしたサスティナブル
マテリアルとエネルギー

教育学科
教授

相澤　真一
日本社会の格差と教育

経済学科
准教授
倉田　正充

AIの社会への貢献と課題
ー貧困問題編ー

物質生命理工学科
教授

竹岡　裕子

環境と健康をつくる
サスティナブルマテリアル

物質生命理工学科
教授
堀越　智

生活の中のサスティナブル・
イノベーション

講　師 タイトル

基盤教育センター
特任助教
讃井　知

異常気象も見据えた防災のあり方

総合グローバル学科
教授

田中　雅子

「学ぶ」から「動く」へ
ー国際人権規範を使って、自分の
暮らしをとらえなおしてみようー

史学科
教授

北條　勝貴

歴史から現在・未来を読み解く
ーパブリック・ヒストリーの

現場からー

社会学科
教授
芳賀　学

時事トピックから現代社会を読み解く
ーお祭りと新宗教の問題を中心にー

経済学科
教授
川西　諭

行動経済学者と考えるこれからの
資本主義社会での働き方・生き方

神学科
教授

武田　なほみ

知恵を求めて
ー変革の時代を生きる心と

その静けさー

社会学科
特別契約教授
藤村　正之

人生100年時代、人びとの人生
ドラマはどう変わってきたか
ー大家族からおひとりさまへー

社会学科
教授

田渕　六郎
持続可能なまちづくり

カトリック・イエズス会センター
イエズス会神父
山内　保憲

個人と組織の「自己変革」と
イノベーションのプロセス

ーイエズス会の精神性が教える、
個人・組織・社会を根本から
変容させる方法論ー

※詳細・お申込はこちらから

10月から「上智地球市民講座」秋学期が開講します。
新たな学びにチャレンジしたい方の積極的な参加をお待ちしています。
⃝対　　象：社会人、大学生、高校生はじめ、すべての方
⃝開講時期：秋学期10～11月
⃝開講形態：対面・オンライン・ハイフレックスのいずれか
⃝講 座 数：秋学期１９講座　1講座講義4回（1回90分）
⃝受 講 料：1講座12,000円／割引対象者　1講座10,000円
⃝申込期間：２０２４年7月1日（月）～

リニューアルした上南戦タオル


